


令和８年６月１０日 

小平市在宅医療介護連携推進協議会 

連携フォーラム 2026 概要 

 

テーマ：地域での人生の最終段階～看取りについて考える 

～救急搬送と検死、病院・在宅・施設での現状、身寄りのない人の支援～ 

 

日時：令和８年７月２９日（水） 午後７時～９時   場所：小平市福祉会館 市民ホール 

参加者：小平市内・近隣市の在宅医療・介護関係者、施設系関係者、福祉関係者、行政 など 

小平市内・近隣市の病院関係者（医師・看護師・ソーシャルワーカー） など 

内容： 

1．小平市在宅医療介護連携推進協議会会長（小平市医師会長） 清水寛先生 あいさつ 

2． 会の趣旨説明・小平市の在宅医療統計   協議会委員長  鈴木道明 

3． 基調講演（30 分）「超高齢多死社会の中、小平市でどう逝ききるかを考える～これからの日本の医療システ

ムと検案状況を踏まえて」 

講師：東京都医師会理事 警視庁嘱託医 荘司輝昭先生 

4． 救急隊の方からの講演（10 分） 「救急搬送の現状について」 

講師：小平消防署 救急技術担当係長 松下岳久氏 

内容：救急搬送の現状、高齢者の救急搬送の増加、心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応、 

現場での困りごと など 

5． シンポジウム（計 60 分）「人生の最終段階における看取り支援の現状と課題」 

    ○訪問看護、特養、医師、病院、ケアマネジャーからの事例発表、討論 

 ○講演：行政書士法人リーガルライフエージェンシー 工藤正明氏 

 終活サポート事業（公的、民間）、死後のことまで含む、後見人ができることとできないこと、今から

できる準備、自分の意思をきちんと家族と話し合って合意形成しておくことの必要性 などについて  

        ○質疑応答 

6．閉会のあいさつ 地域包括ケア推進担当課長 藤川晶雄氏 

 

☆開催にあたって  協議会委員長（小平市医師会理事） 鈴木道明 

  病院・在宅・施設でも身寄りのない方の救急搬送や看取りにあたって困ったことはないでしょうか。施設看

取りも増えています。家族がいたとしても、ACP がしっかり行われていれば、さらに死後の手続きや経済的

なことももっと準備しておけば良かった と思われることも少なくありません。また在宅診療を開始するに

当たり、「家で亡くなったときに警察が入ると聞いたのですが」と検死についてよくご家族に質問されます。 

小平市在宅医療介護連携推進協議会では、これまで多職種連携の会や、研修会の企画、さらに市民セミナー

などを行ってきました。また昨年 7月には「身寄りのない高齢者の入退院支援」をテーマに「病院と在宅の

連携フォーラム」を開催しました。今回は「地域での人生の最終段階～看取りについて考える」をテーマに、

救急搬送と検死、身寄りのない人の支援、ACP・意思決定支援などを含めて、病院・在宅・施設での「看取り」

とその「前」と「後」における支援の現状と課題について、多方面から話し合いたいと思います。 

是非、ご参加下さい。 

 

       企画・運営： 小平市在宅医療介護連携推進協議会（連携部会）  

問い合わせ先：小平市高齢者支援課 保健・医療・介護連携担当 TEL:042-346-9847 


